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神宿る隣の自然

これからの都市づくり、景観設計のヒントは、
地域に昔から根差している「自然」との共生にある。

街に自然を求めるのは、日本人だからだろうか。
わたしたちは昔から祭祀の空間と共に生きてきた。

本当に存在するのか、しないのかはわからないけれども、
少なくともわたしたちはそこに「カミ的なもの」を感じながら、
それに畏敬の念を持ち、尊んで人としての営みをおこなってきたのだ。

本書は、地域生態学、緑地計画学等を専門とする研究者の多岐にわた
るフィールドワークにより、現代社会で失われつつある地域コミュニ
ティを再生する力を、祭祀空間から考察した一冊だ。専門家11名による
伝統的な「祭祀の場」に関する膨大な研究の集大成である。

本書では「神宿る隣の自然」とは街を歩いていて時に出合うことのあ
る、まつられた樹木や樹林、祠、鎮守の森等を指しているが、ここには
「拠り所性」と「公共性」があり、それはかつての地域住民をつないで
いた場所だとしている。こうした「神宿る森」や「隣の自然」をいかに
今後も継承・保全できるか。この視点こそが、これからの「自立・持続
するまちづくり」を進める大きなヒントとなるであろう。

祭祀一体の緑から地域の健全な暮らし方を探る
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●「自然と発展」の共生を再考する、意義ある一冊です。
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